
第
、/、／、一

1254

号

S
(2－2） リーダーァーシラブ露

蕊蕊蕊蕊議蕊議議
…さ＝~詫速品~品玩~釦~5．石ざ.弓~｡~壷.さづ.ろ~･了晶~･も~.~.~P．｡~･~。｡~｡。.。.｡。~・・・・・・｡・・・｡・・・。｡・・・｡・・・｡・・・寺･･今・・・・・････◆･◆････●｡･･･｡●
血色■■■凸■■■■■缶。｡■色■｡■｡■｡ご●■●■■■①●◆●◆●｡c●巳●■由●･●●●毎与舎■｡｡①､■■｡｡●●p旬甲■｡■◆｡◆■写■－－■＝■－や。＝凸一｡◆●今■凸●｡｡■●■ゆ■①●わ■g●｡●●｡●●｡早■●■●

リーダァスクラブFAXニュース

(1999年mn年 2月15日月曜日

発行所 株式会社 7pｼﾐｭﾚー ｼｮﾝ
大阪市中央区平野町3－1-10Tel:06-6209-7678

編集発行人：税理士三輪厚二Fax:06-6209-8145

○

ｻﾗﾘーﾏﾝの所得税減税は前倒しで実施

Q:平成11年分の所得税減税が前倒しで

行われると聞きました。どのような方法で行

われるのでしょうか。

A.:1月から3月の減税分が、6月の給与

で精算されます。

【解説】

平成11年度の改正では、所得税について

定率20％の減税が行われますが、サラリー

マンについては、20％の減税を織り込んだ

新税額表で源泉徴収するのは、4月以降の給

料からとなります。1月から3月分の減税に

ついては、当初11年末の年末調整で精算さ

れる予定でしたが、前倒しで6月に精算され

ることになりました。

具体的には、サラリーマンのうち、6月1

日時点での甲欄適用者については、6月1日

以後最初に支払われる給与等に係る源泉徴収

税額から「1月～3月分について源泉徴収さ

れた所得税×20％」を控除して源泉徴収を

行うことになります。この「1月～3月分の

源泉徴収税額×20％」は、4万5千円が上

限とされています。

今回の前倒しの特例が受けられるのは、1

月～3月の主たる給与支払者と6月の給与等

の支払者が同一であることが条件とされてい

ます。したがって、転職者については、特例

は受けられず年末調整で精算することになり

ます。
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